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Marunong Puwede Kaya Maka－1Ma一
1 私は目が冤えない。（先天的・恒常的不能） × × × ◎
2 私は騒が見えない。（一時的不能） × × × ◎
3 私は泳げる。（基本技能） ◎ △ ○ ◎
4 私は1000メートル泳げる。（到達度・レベル） X ○ ◎ ◎
5 私はそれに絶えられる。（精神的能力） X ○ ◎ ◎
6 私はこれが持ち上げられる。（肉体的能力〉 X ○ ◎ ◎
7 私は家が買える。（金銭的能力） X ○ ◎ ◎
8 ここの水は飲める。（属性） × ◎ X ◎
9 繭が止んだので家に帰れる（外的状況〉 × ◎ × ◎
10 頭が痛いので君たちに同行できない。（内的状況） X ◎ ○ ◎
11 もし帰りたいなら。そうしてもいいよ。（許可） × ◎ X ◎
12 ここでタバコを吸ってはいけません。（許可） × ◎ × ◎
13 私は医鷺の指示で禁酒である。（許斑） × ◎ × ◎
15 その君の本を借りてももいい？（依頼） × ◎ × △
16 司法試験を受けたらいいよ。（奨励） × ◎ ◎ △
17 慰に英語を教えてあげてもいいよ。（申し磁） × ◎ ◎ △
18 私はその仕事をもうやり終えました。（完了） × × × ◎
19 私はアメリカに行ったことがある。（経験） × X X ◎
（注）　◎＝適格文　○＝適格文であるが，やや不自然　△＝容認度が低い　xx非文
5．おわりに
　本稿における分析の結果は，第4章でまとめたとおりである。いずれにせよ，本研究で
は，タガログ語の可能表現の新たな枠組みを設定し，その形式・意味・用法の整理はある
程度行えたのではないかと考える。そして，問形式間（第1形式間）および異形式間（第
1形式，第2形式）の交替のメカニズムについても，大分明確になったのではないかと考
える。また，第2章で考察したとおり，Maka－1Ma一動詞を使った否定表現における「恒常
姓」と「一時性」のニュアンスの違いと使い分けの必要姓についても確認できたものと恩
料する。
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最後に，本研究における残された課題を挙げると次のとおりである。
（i）99　1形式のKayaなどは，それ自身，接頭辞Ma一が付加された動詞形（活用：不定櫨：
　　makaya，完了根：nakaya，未完了絹：nakakaya，未然相：makakaya）も麿しており，
　　（59）のような形（Makaya（非行為者焦点動詞）＋リンカー＋動講不定絹幸属格（NG
　　形行為者））で表現可能である。本研究では「意味」に重きをおいたため，考察対象に
　　含めなかったが，このような動詞が，従える動詞の性質等を観察しつつ，「アスペクト
　　要素」や，「能力」（ときに「状況」）といった要因とどのように関わっているのかを調
　　査してみることも驚能表現についてさらに知る上で必要であろう。
　　　（59）Nakaya　kong　buhatin　ang　mesang　ito．
　　　　　（私はこの机を持ち上げられた）
（li）本研究の信愚性をさらに高めるためにも，筆者の作例ではなく，できるだけ多くの実
　　例を渉猟・駆使して，人称と例文の適格性との梢関関係，肯定・否定の関係，アスペ
　　クトやヴォイスとの関係，そして本稿で取り上げなかったその他の語用論的な屠法等
　　をより網羅的かつ慎重に吟味した上で，同形式間あるいは異形式問の交替等に関する
　　操作やテストを実施する必要がある。
（ili）なお，接頭辞Maka－1Ma一は，「おのずと，思わず，偶然，つい，うっかり」といった
　　「自発・非意図（不随意）」の意味をも併せ持っており，大変興味深いが，「可能」と
　　「自発・非意図（不随意）」との関係を明らかにしないまま，これらについて論じるこ
　　とは適切でないと思われるので，今園の論考においてはかかる表現を考察対象から除
　　外した。しかしながら，このような表現についての観察は，タガログ語の可能表現と
　　その周辺の問題をさらに明らかにしていく上で不可欠であり，今後注目していく必要
　　があるであろう。
　　　以上の諸点については，今後稿を改めて論じていきたい。
注
1＞以下，引用部分の和訳は，大上による。
2）Mangyariは古い用法で，現代では「可能である」というより専ら「起こる・発生する」という意
　　味の動詞として使われることが多い。
3）Maalamも宙い用法で，現代のH常生活では，　Alamが使用される。
4）内的状況は，行為者の内的な要因によって，一方，外的状況は，行為轡の周囲の状況によって，
　　それぞれ動作の実現の可否が決定されるという意味で使用している。ちなみに，Bolinger（1989＞
　　は，英語の法助動詞の意味分類に“intrinsic　possibility”と“extrinsic　potentiality”という用語を使幣し
　　ている。また，森田良行（1988）や渋谷（1993）は「内的条件」および「外的条件」を使用して
　　いるが，「能力」「心情」は，「内的条件」とは独立させて分類している。また，さらに，井島
　　（1991）では，「内麗可能1「外因可能」という分類にしてヂ能力」は，r内困可能」に含めている。
5）ヴォイスと一般的に呼ばれているが，タガログ語の場合，いずれの名詞句に主格（焦点）が与え
　　られるかにより，動詞の形態が定まってくるという言語であるので，あえて焦点という用語を
　　使って分類している。
6）口語の場合，行為者焦点の未完了梱および完了相の活用は，Nakakarating（着く，来る）のように
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　接頭辞のkaを繰り返すのが一一tw的であるが，他方，文語の場合は，　Nakararatingのように語根の
　最初の音節（子音＋母音）を繰り返す。
7）一の印は，語根の第1音節の繰り返しを示している。
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